
平成２９年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 安芸郡府中町立府中小学校 

学校長氏名 奥 金実 栄養教諭氏名 石本 良重 

職員数 45 名 児童・生徒数 ８２８名 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

・バランスよく食べることの大切さを理解している児童も多く，嫌いな食べ物をも頑張って食べられるよう

になった児童もいた。しかし，それを実践に結びつけることが難しい児童も少なからずいるので，給食時

間や授業での指導を引き続き継続する。 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

・栄養バランスのとれた食事の大切さを理解し，家でも実践しようとする児童を育成する。 

・「生活リズムカレンダー」の取組により，栄養バランスのとれた朝食を摂取する児童を７５％以上とする。 

３ 食育の目標に対する具体的な取組 

 【取組１】（テーマ）栄養バランスのとれた朝食 

 ・食育参観日を２学期に全学年実施した。発達段階に応じて朝食についての授業を行い，親子でバラ

ンスのとれた朝食について考えた。 

 ・食育参観日の懇談会で具体的な資料を示して，朝食を話題にした。 

 ・給食試食会で朝食に関する話をし，保護者に栄養バランスのとれた朝食の大切さを啓発した。 

 ・給食だよりや掲示板を利用して情報発信をした。 

 【取組２】（テーマ）体験学習を重視した食に関する指導の取組 

  ・生活科で１年生は，給食のお手伝いとして「そらまめ」「ピーマン」「とうもろこし」の皮むきや種取り

を行った。その後，自分たちが下処理した野菜を給食で使用し，全校児童で食べた。 

・２年生は，「グリンピース」の皮むきをし，豆ごはんとして給食に出した。また，夏 

野菜について学習し，バイキング方式で夏野菜サラダを作って食べた。 

  ・１年生の国語科の「サラダでげんき」の「りっちゃんサラダ」を給食で全校に提供し，１年生はバイキ

ング形式で自分たちが作って食べた。 

 【取組３】（テーマ）教科等における食に関する指導の充実に向けた取組 

・６年生が家庭科で「府中小オリジナル給食メニュー」を考え，給食で実施した。 

「栄養バランス」「給食の約束」「食べる人の気持ち」の３つの献立作りのポイントをふまえ，班ご

とにメニューを作り，その中から１つ，クラス代表メニューをクラス全員の採点で決定し，給食で

実施した。 

・各学年の学級活動で，ゲーム等を取り入れて楽しく学べるように工夫した。 

４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

・給食試食会で実施し，家庭で作って食べることについて啓発をした。 

・府中町で広島県産の食材を使用した「じゃこじゃこバーガー」を考案し，実施 

 した。食材についての掲示もして，広島県産の食材について関心を持たせるよ     
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  うにした。 

 ・食育研修で「ひろしま給食」を教職員で作り，試食した。 

５ 取組に対する成果と課題 

 【成果】 

  ・食育参観日に親子で朝食について考えたり，給食だより等で朝食の大切さを啓発したりした結果，「生活

リズムカレンダー」で栄養バランスのとれた朝食を

摂取する児童の割合が 88.6％となり目標値である

75％を大きく超えることができた。平成 26 年度 1

学期は1色ないし，2色を食べている児童が大半だ

ったが，試食会，掲示，食育だより，朝食レシピの

配布など行った結果，2学期には3色食べている児

童が半数を超えた。平成28年度2学期に食育参観

日で朝食について初めて実施した結果，3色食べて

いる児童が81.9％と向上した。 

  ・一人一人の楽しい食への挑戦を目指すよう，苦手な児童が多い低学年で野菜とふれ合う体験活動を重視

した食育を実施したり，学級活動でクイズやゲームを取り入れたりして，より児童の食育に対する興味

関心や知識を高めさせるようにした。また，毎月，誕生日給食としてリザーブ給食を実施したり，郷土

料理や世界の料理を提供したりし

て，児童の食への関心を深めた。

その結果，苦手な食材も少しでも

食べてみようとする児童や給食を

完食する児童が増えた。残食もほ

とんどの学年で 1 学期よりも 3 学

期に減少した。残食率は 1 学期

1.3％から3学期0.5％に減少した。 

【課題】 

・残食量は 1 年を通じて減ってきている。偏食がひどく 1 学期に完食できなかった児童も 3 学期には完食

できる日が増えてきている。しかし，学年が代わるとまた，食べられなくなる児童が数名いる。 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

 ・栄養バランスのとれた朝食の摂取を家庭に理解し，継続してもらえるように，来年度も引き続き，取

組を行う。 

・健康安全部を中心とした食育推進の取組を推進し，児童自ら自分の健康を考えた食事のとり方ができるよ

うになる取組を，継続して行っていく。 
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